
参
議
院
選
挙
勝
利
に
向
け
て
！

春
爛
漫
の
躍
動
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元
気
で
ご
活
躍

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

皆
様
に
は
県
政
改
革
に
向
け
た
２
月
の
知

事
選
挙
に
お
い
て
、
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
結
果
と
な
り
お
詫

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
選
挙
結
果
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
反
省
を
行
い
、
そ
の
反

省
を
糧
と
し
て
、
目
前
に
迫
っ
た
参
議
院
選

挙
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
次
参
議
院
選
挙
は
、
国
政
の
安
定
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
民
主
党
単
独
の
過
半

数
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
最
大
限
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
重
要
な
選
挙
で
あ

り
、
長
崎
選
挙
区
に
「
い
ぬ
づ
か
直
史
」
を

擁
立
し
、
再
選
を
目
指
し
ま
す
。

皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

致
し
ま
す
。

県
政
の
課
題
に
ど
う
対
処
す
る

さ
て
、
わ
が
長
崎
県
政

は
前
知
事
が
や
り
残
し
た

（
行
き
詰
っ
て
い
る
）
諸
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

知
事
選
挙
後
初
め
て
の

定
例
議
会
で
は
、
骨
格
予

算
を
中
心
と
す
る
審
議
を

行
い
ま
し
た
が
、
新
知
事

と
し
て
の
方
向
性
を
示
す

目
新
し
い
も
の
は
何
も
な

く
、
６
月
の
肉
付
け
予
算

（
補
正
予
算
）
を
み
て
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
具
体

的
な
議
論
を
展
開
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
議
会

開
会
期
間
中
に
石
木
ダ
ム

建
設
計
画
に
伴
う
付
け
替

え
道
路
工
事
に
突
然
着
手

し
、
地
元
と
の
混
乱
が
生

じ
た
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。
県
民
の
関
心
が
高
い
状
況
に
お
い
て

中
村
新
知
事
の
指
導
力
、
統
率
力
を
疑
わ
れ

る
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
先
行

き
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
極
め
て
遺

憾
で
あ
り
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
し
く
誕
生
し
た
知
事
に
対
し
て
は
、
前

金
子
県
政
の
盲
目
的
追
従
で
は
な
く
、
県
民

の
声
を
聞
き
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

溌
剌
と
し
た
県
政
を
リ
ー
ド
し
て
ほ
し
い
と

願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
政
権
に
よ
る
新
年
度
予
算
成
立
！

景
気
は
依
然
と
し
て
低
迷
し
て
お
り
、
雇

用
や
生
活
に
対
す
る
国
民
・
県
民
の
不
安
が

あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
政
権
に
よ
る
「
国

民
の
生
活
が
第
一
」
の
新
年
度

予
算
が
成
立
致
し
ま
し
た
。

子
ど
も
手
当
、
高
校
無
償
化

な
ど
は
、
景
気
に
与
え
る
刺
激

策
と
し
て
の
効
果
に
期
待
が
高

ま
り
、
景
気
の
上
向
き
感
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
議
会
活
動
を
通
じ
、
活

力
あ
る
長
崎
県
づ
く
り
に
向
け

て
積
極
的
に
提
言
を
行
う
な
ど
、

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
県
議
会
議
員

高校無償化法制定（写真は県立諫早高校）

経
済
・
雇
用
対
策
特
別
委
員
会
副
委

員
長
に
就
任
！

１
期
４
年
間
の
県
議
会
は
３
年
が
経
過
し
、

い
よ
い
よ
最
終
年
度
と
な
る
４
年
目
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
委
員
会
構
成
も
替
わ
り
、

私
は
環
境
生
活
常
任
委
員
会
委
員
と
経
済
・

雇
用
対
策
特
別
委
員
会
の
副
委
員
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
経
済
・
雇
用
対
策

特
別
委
員
会
は
、
長
崎
県
の
低
迷
す
る
経
済

状
況
、
雇
用
状
況
を
何
と
か
活
性
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
今
議
会
よ
り
新
た
に
設

置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
で
す
。

具
体
的
な
審
査
及
び
調
査
す
る
項
目
は
、

経
済
・
雇
用
対
策
、
観
光
振
興
対
策
、
新
幹

線
対
策
な
ど
で
あ
り
、
集
中
的
に
議
論
を
展

開
し
提
言
を
行
い
ま
す
。

特
に
、地
場
企
業
の
振
興
、企
業
誘
致
の
推

進
、
新
産
業
の
育
成
、
県
産
品
の
販
路
拡
大
、

若
年
者
・
離
職
者
な
ど
の
就
業
支
援
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
若
者
が
長
崎
に
定
着
で
き

る
環
境
を
的
確
に
効
果
的
な
手
段
に
よ
り
構

築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
頑
張
り
ま
す
！

平成22年４月　　発行責任者：山口初實　　編集責任者：榮　勇俊
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県県政政にに活活力力！！ 地地域域ににぬぬくくももりりをを！！
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コ

ラ

ム

江

戸

町君の夢、はばたけ今、ながさきから
2014年長崎国体・スローガン

私
は
新
年
度
よ
り
環
境
生
活
委
員
会
委
員

と
し
て
、
政
治
信
条
で
あ
る
『
県
政
に
活

力
！
地
域
に
ぬ
く
も
り
を
！
』を
実
現
す
る

べ
く
議
会
活
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

環
境
生
活
委
員
会
は
文
字
通
り
、環
境
部
、

県
民
生
活
部
、
土
木
部
、
交
通
局
を
所
管
す

る
委
員
会
で
す
。

早
速
、
環
境
生
活
委
員
会
に
於
い
て
議
案

審
査
及
び
議
案
外
一
般
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
質
問
・
意
見
を
行
っ
た
項
目
に
つ

い
て
概
略
報
告
い
た
し
ま
す
。

県
営
住
宅
に
関
し
て

【
質
問
】
長
崎
県
は
県
営
住
宅
を
１
万
２，
５

４
６
戸
所
有
し
て
い
る
が
、
空
き
状
況
に

対
す
る
応
募
状
況
は
。

【
住
宅
課
長
】
空
き
住
宅
５
０
０
戸
が
年
４

回
発
生
し
て
い
る
。
補
充
募
集
を
し
て
い

る
が
抽
選
倍
率
は
８
倍
と
高
い
。

〈
意
見
〉
供
給
に
対
し
て
需
要
が
高
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
景
気
低
迷
の
中
、

県
営
住
宅
の
拡
充
改
善
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。

国
直
轄
事
業
負
担
金
に
つ
い
て

【
質
問
】
新
政
権
に
な
っ
て
国
直
轄
事
業
負
担

金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
変
更
点
は
。

【
建
設
企
画
課
長
】
維
持
管
理
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
一
部
を
除
き
平
成
22
年
度
か
ら
な
く

な
る
。
事
務
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度

分
か
ら
減
額
し
て
県
に
請
求
さ
れ
て
い
る
。

【
質
問
】
一
括
交
付
金
の
各
部
局
の
配
分
に
つ

い
て
の
議
論
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

土
木
部
長：

土
木
部
と
し
て
は
、
交
付
金
を

含
め
前
年
度
と
同
程
度
の
予
算
規
模
に
し
た

い
。
経
済
、
雇
用
情
勢
が
非
常
に
厳
し
い
中

で
あ
る
が
、
公
共
事
業
部
局
と
し
て
は
我
が

部
と
同
様
の
考
え
方
で
あ
る
。

国
体
競
技
場
の
整
備
に
対
す
る
地
元
企

業
の
参
入
に
つ
い
て

【
質
問
】
国
体
開
閉
会
式
会
場
と
な
る
県
営
陸

上
競
技
場
の
整
備
が
具
体
化
し
て
い
る
が

進
捗
状
況
は
。

【
建
築
課
長
】
今
年
度
末
に
設
計
を
完
了
す

る
。
解
体
を
夏
ご
ろ
に
行
い
、
12
月
末
か

ら
１
月
に
か
け
て
着
工
し
た
い
。

【
質
問
】
国
体
の
陸
上
競
技
場
は
特
殊
な
も
の

で
あ
る
が
、
県
内
の
景
気
浮
揚
活
性
化
の

た
め
に
も
、
県
内
事
業
者
の
参
入
が
重
要

で
あ
る
が
。

【
土
木
部
次
長
】
基
本
的
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象

工
事
に
な
っ
た
場
合
、
地
域
要
件
が
つ
け

ら
れ
な
い
が
、
県
内
業
者
が
参
加
で
き
る

よ
う
な
工
夫
を
い
ろ
い
ろ
と
駆
使
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】今
回
の
本
体
工
事
の
特
徴
に
省
エ
ネ
、

環
境
対
策
が
あ
る
が
、
屋
根
の
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
の
製
造
設
置
な
ど
は
県
内
事
業

者
で
対
処
可
能
で
あ
る
。
県
内
企
業
を
活

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
建
築
課
長
】
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
で
な
け
れ
ば
県

内
企
業
活
用
は
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
十

分
考
慮
し
ま
す
。

国
勢
調
査
に
つ
い
て

【
質
問
】
国
勢
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
統
計
課
長
】
８
月
28
日
か
ら
９
月
６
日
ま
で

に
調
査
員
を
任
命
し
て
、
10
月
１
日
付
け

の
国
勢
調
査
を
実
施
す
る
。
結
果
は
平
成

23
年
１
月
に
速
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

漂
着
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

【
質
問
】
重
機
も
入
ら
な
い
道
具
立
て
も
で
き

な
い
搬
出
が
困
難
な
海
岸
線
の
漂
着
ご
み

は
焼
却
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
県

は
ど
の
よ
う
に
ル
ー
ル
化
し
て
い
る
の
か
。

野
焼
き
は
若
干
認
め
ら
れ
て
い
る
が
。

【
廃
棄
物
対
策
課
長
】
廃
棄
物
処
理
法
の
中
で
、

屋
外
の
焼
却
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
一
般

的
に
は
で
き
な
い
が
、
特
別
な
場
合
と
し

て
海
岸
の
管
理
者
や
市
町
な
ど
、
公
的
な

団
体
が
責
任
を
持
っ
て
焼
却
す
る
場
合
は

特
例
と
し
て
や
む
を
得
な
い
と
通
知
し
て

い
る
。

環環
境境
生生
活活
委委
員員
会会
及及
びび
予予
算算
分分
科科
会会
報報
告告

改装建て替えが始まる
長崎国体メイン会場



平成22年度当初予算の状況

歳　出
663,463
（百万円）

歳　入
663,463
（百万円）

地方交付税
30.1％

（200,052）

県税
14.0％

（92,879）

地方消費税清算金4.0％
（26,729）

使用料・手数料1.2％（8,005）
その他3.7％　（23,618）

国庫支出金国庫支出金
13.4％13.4％

（　　　　）（　　　　）

国庫支出金
13.4％

（89,021）

県債
17.4％

（115,598）

諸収入9.3％
（61,556）

繰入金6.9％
（46,005）

総務費5.8％（38,251）

生活福祉費13.5％
（89,864）

環境保健費4.3％
（28,359）

農林水産業費5.9％
（38,810）

商工費8.1％
（53,626）

土木費8.3％
（55,267）

警察費6.1％（40,607）

教育費22.9％
（151,612）

公債費18.6％
（123,675）

その他6.5％
（43,392）

消費的経費消費的経費
59.4％59.4％

投資的経費投資的経費
14.0％14.0％

その他その他
26.6％26.6％

消費的経費
59.4％

投資的経費
14.0％

その他
26.6％

地
元
か
ら
長
崎
国
体
カ
ヌ
ー
選
手
を
育
成

し
ま
し
ょ
う
（
多
良
見
体
育
セ
ン
タ
ー
）

県
政
報
告
会
を
開
催
し
、
意
見
交
換

を
行
う
（
中
通
り
防
災
セ
ン
タ
ー
）

企
業
誘
致
し
、
操
業
開
始
し
た
長
崎

キ
ャ
ノ
ン
を
視
察（
波
佐
見
町
）

大
会
ア
ピ
ー
ル
を
提
案
！

（
民
主
党
長
崎
県
連
第
12
回
定
期
大
会
）

活動スナップ

一般会計補正予算
42億1,100万円を可決！

追加総合対策
239億39百万円を可決！

３月定例県議会報告★
子
ど
も
手
当
給
付
費

27
億
３，
４
８
９
万
円

国
の
制
度
創
設
に
伴
い
、中
学
校
終
了
ま

で
の
児
童
を
対
象
に
子
ど
も
手
当
を
支
給

g

支
給
額
　
月
額
　
１
３，
０
０
０
円

（
６
・
10
・
２
月
の
年
３
回
、
Ｈ
22
は
10

カ
月
分
を
支
給
）

g

県
内
支
給
対
象
者
数
　
　
約
２
１
万
人

★
安
心
子
ど
も
基
金
事
業
費

13
億
３，
５
０
０
万
円

国
の
子
育
て
支
援
施
策
の
拡
充
に
よ
り

設
置
し
た
「
長
崎
県
安
心
こ
ど
も
基
金
」

を
活
用
し
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
の
整
備
な
ど
実
施

g

保
育
所
整
備
、
幼
稚
園
の
遊
具
・
教
具

の
設
備
整
備
等
…
…
…
…
８
億
93
万
円

g

母
子
家
庭
等
の
自
立
支
援
事
業
（
研
修

機
関
に
お
け
る
生
活
費
支
援
等
）

…
１
億
６，
５
１
１
万
円

県
知
事
選
挙
後
初
め
て
の
定
例
県
議
会
は
、
３
月
12
日（
金
）〜
30
日（
火
）ま
で
の
19
日
間

の
会
期
で
開
催
し
、
骨
格
予
算
と
な
っ
た
総
額
６，
６
３
４
億
円
の
一
般
会
計
当
初
予
算
や
、

非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
52
件
を
可
決
、
承
認
、
同
意
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

議
案
の
内
訳
は
予
算
議
案
14
件
、
条
例
議
案
12
件
、
事
件
議
案
11
件
、
補
正
予
算
議
案
10

件
、
人
事
案
件
２
件
、
意
見
書
13
件
、
と
な
り
ま
し
た
。

中
村
新
知
事
は
開
会
に
あ
た
り
、
県
民
の
立
場
に
立
っ
た
「
人
を
大
切
に
す
る
県
政
」

「
一
人
ひ
と
り
の
痛
み
に
敏
感
な
県
政
」
を
推
進
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

平平
成成
2222
年年
度度
のの
主主
なな
事事
業業

g

地
域
子
育
て
創
生
（
児
童
ク
ラ
ブ
職
員

研
修
、
市
町
事
業
支
援
等
）

…
１
億
６，
４
５
９
万
円

高
校
の
実
質
無
料
化
関
連

★
高
等
学
校
等
修
学
支
援
金

17
億
６，
８
９
３
万
円

私
立
高
等
学
校
等
の
授
業
料
に
対
す
る

助
成

g

補
助
額
　
１
１
８，
８
０
０
円
／
人

（
市
町
村
民
税
所
得
非
課
税
世
帯
等
　
２

３
７，
６
０
０
円
〜
１
７
８，
２
０
０
円
）

g

対
象
者
数
　
１，
７
２
９
人
（
Ｈ
22
・

３
月
時
点
）

★
私
立
高
等
学
校
授
業
料
軽
減
補
助
金

１
億
４，
７
４
９
万
円

国
の
高
等
学
校
等
修
学
支
援
金
を
交
付

し
て
も
、
な
お
高
等
学
校
授
業
料
の
負
担

が
残
る
場
合
に
お
い
て
、
低
所
得
世
帯
に

か
か
る
授
業
料
軽
減
措
置
を
実
施

g

補
助
額
　
２
２
２，
０
０
０
円
／
人
〜

５
９，
４
０
０
円
／
人

g

対
象
者
数
１
、
７
２
９
人
（
Ｈ
22
・
３

月
時
点
）

★
環
境
保
全
対
策
臨
時
基
金
事
業
費

６
億
９，
５
６
０
万
円

地
球
温
暖
化
対
策
の
重
要
な
環
境
問
題

を
解
決
し
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
地

域
経
済
社
会
の
構
築
（
事
業
期
間
Ｈ
21
〜

23
）

★
医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金
事
業
費

33
億
６，
７
０
２
万
円

大
規
模
地
震
等
の
災
害
時
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
災
害
拠
点
病
院
等
の
医
療
機

関
の
耐
震
整
備
へ
の
助
成

g

事
業
期
間
　
Ｈ
22

g
補
助
率
　
　
１
／
２

雇
用
対
策
関
連

★
長
崎
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基

金
事
業
費
　
　
　
　
42
億
１，
９
９
６
万
円

非
正
規
労
働
者
、
中
高
年
齢
者
等
の
失

業
者
の
一
時
的
な
雇
用
・
就
業
機
会
の
創

産
」
等
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
、
推
薦

書
案
の
作
成
、
各
種
調
査
、
周
知
啓
発
活

動
等
の
実
施

g

世
界
遺
産
登
録
推
薦
書
作
成
委
託

g

（
新
）保
存
活
用
行
動
計
画
の
策
定

g

（
新
）海
外
専
門
家
に
よ
る
指
導
経
費

g

九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
諸

経
費

★
九
州
自
然
歩
道
・
世
界
文
化
遺
産
教
会
群

巡
礼
ル
ー
ト
整
備
事
業
費

８，
３
０
０
万
円

暫
定
登
録
さ
れ
た
「
長
崎
の
教
会
群
と

キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
関
連
遺
産
を
結

ぶ
ル
ー
ト
を
九
州
自
然
歩
道
と
し
て
整
備

出
や
、
生
活
・
就
労
相
談
事
業
の
実
施
及

び
市
町
に
対
す
る
助
成

g

県
実
施
分

雇
用
創
出
人
数：

約
１，
１
０
０
人

25
億
８，
０
０
０
万
円

g

「
働
き
な
が
ら
資
格
を
取
る
」
介
護
雇

用
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
費
　

雇
用
創
出
人
数：

４
３
５
人

g

就
職
指
導
専
門
員
派
遣
事
業
費
　

雇
用
創
出
人
数：

89
人

g

市
町
へ
の
補
助
分

雇
用
創
出
人
数：

約
１，
０
０
０
人

★
長
崎
県
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
費

25
億
６，
０
８
８
万
円

地
域
の
実
情
や
創
意
工
夫
に
基
づ
き
、

地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会
を
創
出
す
る
事

業
の
実
施
及
び
市
町
に
対
す
る
助
成

g

県
実
施
分

雇
用
創
出
人
数：

約
４
０
０
人

15
億
円

g

な
が
さ
き
農
援
隊
設
置
事
業
費
　

雇
用
創
出
人
数：

１
９
６
人
／
年

g

認
定
こ
ど
も
園
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
事

業
費
　

雇
用
創
出
人
数：

32
人
／
年

g

市
町
へ
の
補
助
分

雇
用
創
出
人
数：

約
３
０
０
人
　

10
億
５，
０
０
０
万
円

世
界
遺
産
関
連
事
業
費

★
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
費

１
億
５，
０
３
１
万
円

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺

一
般
会
計
骨
格
予
算

一
般
会
計
骨
格
予
算 

６
，６
３
４
億
円
を
可
決
！

６
３
４
億
円
を
可
決
！

一
般
会
計
骨
格
予
算 

６
，６
３
４
億
円
を
可
決
！

①
新
成
長
戦
略
に
関
す
る
早
期
の
工

程
表
の
作
成
及
び
今
後
政
策
を
推

進
す
る
う
え
で
の
財
政
展
望
の
明

示
に
つ
い
て

②
非
核
三
原
則
の
厳
格
な
実
施
に
つ

い
て

③
幼
児
教
育
の
無
償
化
及
び
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

④
生
産
性
の
高
い
持
続
可
能
な
農
家

の
育
成
に
つ
い
て

⑤
農
業
農
村
整
備
事
業
の
促
進
に
つ

い
て

な
ど
13
件
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し

た
。

採
択
さ
れ
た
意
見
書


